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役名 役員氏名 地区 所属 

会 長 吉田  修 全県 神西小 

副会長 佐野 美保 全県 神戸川小 

副会長 奥井 克己 全県 出雲一中 

副会長 勝部 功人 全県 加茂小 

事務局長 曽田 史郎 全県 専 従 

事務局次長 森 美紀子 全県 荒木小 

事務局次長 安田裕美子 全県 中部小 

執行委員 野田 和江 全県 国富小 

執行委員 坂本みどり 全県 光 中 

執行委員 森山 一美 全県 今市幼 

執行委員 高橋 勇二 全県 荘原小 

執行委員 伊藤 雅美 松江 乃木小 

執行委員 飯塚  孝 出雲 佐香小 

執行委員 佐藤 悦子 出雲 大津小 

執行委員 藤江 淑子 出雲 高松小 

執行委員 中尾 淳子 出雲 遙堪小 

執行委員 宮本 大志 出雲 田儀小 

執行委員 山本 典男 雲南 鍋山小 

監査委員 大樹 浩太 全県 出雲一中 

監査委員 藤井 和久 全県 大津小 

 二十五年度 島 教 協 新 役 員  で ス タ ー ト 

 

平
成
二
十
五
年
度
島
教
協
役
員
選
挙
が
、四
月
十
八
日
に
行

わ
れ
ま
し
た
。
翌
十
九
日
、選
挙
管
理
委
員
会
に
お
い
て
開
票
作

業
が
行
わ
れ
、左
記
全
員
の
役
員
が
信
任
さ
れ
ま
し
た
。
。 

 

役
員
、各
支
部
・単
組
委
員
長
と
も
ど
も
、島
教
協
の
ま
す
ま

す
の
充
実
・発
展
の
た
め
に
、力
を
合
わ
せ
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。

会
員
の
皆
様
の
一
層
の
ご
理
解
・ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。 

  

【 

総
会
の
ご
案
内 

】 

島
教
協 

第
五
十
三
回 

定
期
総
会 

 
 

五
月
二
十
六
日
（
日
）
午
前
九
時
三
十
分
よ
り 

 
 

ビ
ッ
グ
ハ
ー
ト
出
雲 

茶
の
ス
タ
ジ
オ 

に
て 

  

総
会
は
、代
議
員
制
と
な
っ
て
お
り
、各
支
部
か
ら
選
出
さ
れ

た
代
議
員
を
も
っ
て
構
成
さ
れ
ま
す
。
支
部
は
、松
江
、出
雲
、雲

南
で
す
。
ま
た
、
上
記
支
部
代
議
員
以
外
の
会
員
は
、オ
ブ
ザ
ー

バ
ー
と
し
て
参
加
が
で
き
ま
す
。 

 

平
成
二
十
五
年
度
が
始
ま
り
ま
し
た
。
島
教
協
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
に
包
ま
れ
て
新
年
度
を
お
迎
え
の
こ
と

と
思
い
ま
す
。
今
年
度
も
皆
様
の
御
信
任
を
賜
り
、会
長
の
大
役
を
仰
せ

つ
か
り
ま
し
た
。
役
員
一
同
、「
す
べ
て
は
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
」
の
理

念
の
も
と
、職
責
を
果
た
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 
さ
て
、公
的
年
金
の
支
給
開
始
年
齢
の
引
き
上
げ
に
伴
い
、再
任
用
制

度
が
拡
充
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、そ
の
詳
細
は
未
だ
不
透
明
で

す
。
こ
の
件
に
つ
い
て
島
教
協
は
、県
教
委
に
対
し
、早
急
に
再
任
用
者
の

勤
務
態
様
と
職
務
内
容
を
明
ら
か
に
す
る
よ
う
に
要
望
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。
県
の
回
答
は
国
の
方
針
が
明
示
さ
れ
次
第
速
や
か
に
制
度
設
計

を
行
っ
て
説
明
し
た
い
、
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
今
後
も
、教
職
員
が
や
り

が
い
を
も
っ
て
働
く
こ
と
が
で
き
る
環
境
の
整
備
が
図
ら
れ
る
よ
う
要
望

し
て
い
き
ま
す
。 

 

た
だ
、
組
織
拡
大
が
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
と
言
い
始
め
て
久
し
く
な
り

ま
す
が
、そ
の
緊
急
性
は
ま
す
ま
す
増
大
し
て
い
ま
す
。
要
望
を
し
て
い

く
そ
の
力
の
源
は
組
織
の
大
き
さ
、数
で
す
が
、そ
こ
が
弱
っ
て
き
て
い
ま

す
。
島
教
協
の
未
来
を
見
据
え
て
、こ
の
組
織
の
あ
り
方
を
大
き
く
見
直

さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
期
に
来
て
い
る
の
も
事
実
で
す
。
会
員
の
皆
様

の
お
力
が
ま
す
ま
す
必
要
と
な
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。 

 

ご
挨
拶 

 
 
 
 
 
 
 

第
二
十
七
代
会
長 

吉
田 

修 
 

 

今
年
度
よ
り
、前
事
務
局
長
の
勝
部
功
人
氏
に
代
わ
っ
て
事
務
局
長
を

務
め
ま
す
曽
田
史
郎
で
す
。
勝
部
事
務
局
長
か
ら
引
き
継
ぎ
を
受
け
な

が
ら
感
じ
た
こ
と
は
、そ
の
職
責
の
重
さ
と
、会
員
の
皆
様
の
ニ
ー
ズ
に

基
づ
い
た
活
動
を
展
開
し
て
い
く
こ
と
の
大
切
さ
で
す
。
皆
さ
ま
の
思
い

を
行
政
に
伝
え
る
た
め
に
、現
場
の
声
を
求
め
て
、た
く
さ
ん
の
方
に
出

会
い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
た
だ
、行
政
に
し
っ
か
り
と
声
を
伝
え
て
い

く
た
め
に
は
、組
織
の
拡
大
が
不
可
欠
で
す
。
私
た
ち
の
仲
間
が
一
人
で

も
増
え
て
い
く
よ
う
に
、
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、
精
一
杯
取
り
組
ん
で

い
く
つ
も
り
で
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

新
任
の
ご
挨
拶 

 
 
 

第
十
八
代
専
従 

曽
田 

史
郎 



 

昨
年
度
の
講
師
研
修
会
に
ご
参
加
い
た
だ
い
た
方
の
中
で
、
新
規
採
用
と
な
っ
た

方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
こ
の
実
績
を
生
か
し
て
、
今
年
度
も
講
師
の
皆
さ
ん
と

共
に
、
採
用
試
験
の
対
策
を
し
て
い
き
ま
す
。 

 
今
年
度
の
講
師
研
修
会
は
、
二
回
の
実
施
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
（
別
紙
参
照
） 

  
 

第
１
回 

五
月
十
一
日
（
土
）
午
後
〔
ビ
ッ
グ
ハ
ー
ト
出
雲
〕 

  
 

第
２
回 

八
月
二
十
五
日
（
土
）
午
後
〔
ビ
ッ
グ
ハ
ー
ト
出
雲
〕 

 
  

ま
た
、
幼
稚
園
部
で
も
、
八
月
上
旬
に
幼
稚
園
教
諭
採
用
試
験
に
向
け
た
幼
稚
園

講
師
研
修
会
の
開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

☆ 

申
し
込
み
や
問
い
合
わ
せ
は
島
教
協
事
務
局
へ 

平
成
二
十
五
年
度
講
師
研
修
会
の
ご
案
内 

 
 

出
教
協 

第
１
回
執
行
委
員
会 

 

四
月
十
八
日
（
木
）
、
出
雲
市
教
職
員
協
議
会
（
執
行
委

員
長 

飯
塚 

孝
）
は
、
出
雲
市
内
に
お
い
て
第
一
回
執
行

委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。 

 

二
十
五
年
度
の
活
動
方
針
や
予
算
案
な
ど
に
つ
い
て
慎
重

な
審
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

今
後
、
五
月
十
日
（
金
）
に
代
表
者
会
、
五
月
十
八
日

（
土
）
に
定
期
総
会
を
開
く
予
定
で
す
。 

 
 

 

出
教
協 

定
期
総
会 

 
 
 

     

五
月
十
八
日
（
日
）
午
前
九
時
三
十
分
よ
り 

  
 
 

ビ
ッ
グ
ハ
ー
ト
出
雲 

茶
の
ス
タ
ジ
オ 

に
て 

仲間を増やそう！ 新規加入促進キャンペーン 

 さまざまな教育改革、教育施策が行われている

中、行政に対して現場の声を届け、提言・要望し

ていけるのは教職員団体に入っていればこそで

す。一人のつぶやき、不満は愚痴に過ぎません。

それを組織の声として行政に届けることで、子ど

もたちによりよい教育環境を提供することができ

ます。私たち教職員にとっても、教育に専念でき

る職場とすることができます。 

 他団体が、労働者と位置づけているのに対し

て、島教協は、教員を教育専門職と位置づけてい

ます。島教協は、「すべては子どもたちのため

に」をスローガンに、自らの資質の向上と教育環

境、給与・勤務条件の改善を求め、活動していま

す。つまり、資質向上のための講演会・研修企画

と教育環境や給与・勤務条件の改善のための提

言・要望活動、この二つが組織活動の鍵となって

います。 

 そして、提言・要望活動を行っていく上で、組

織の力となるのが、組織に加入している会員の皆

様の声であり、数なのです。数は力になるので

す。私たちは自らの私欲を無理に通そうという組

織ではありません。「子どもたちのために」をす

べての判断基準とした団体です。どうか一人でも

多くの新規加入者獲得にご協力いただき、提言・

要望活動に活かしていきましょう。 

 組織拡大に向けて、ご協力のほどよろしくお願

いいたします。 

 

祝
！
新
規
加
入
者 

 
 
 

細
田
佳
菜
恵
さ
ん
（
北
陽
小
） 

 
 
 

加
田 

昌
美
さ
ん
（
高
浜
幼
） 

 
 
 

伊
藤 

有
加
さ
ん
（
塩
冶
幼
） 

 
 
 

高
橋 

知
恵
さ
ん
（
塩
冶
幼
） 

 
 
 

須
田 

尚
子
さ
ん
（
大
津
小
） 

   

こ
の
三
月
に
退
職
・
辞
職
さ
れ
た
方
も
多
く
、
二
十
人
程
会
員

数
が
減
り
ま
し
た
。
魅
力
あ
る
組
織
づ
く
り
が
、
新
規
加
入
者
を

増
や
し
て
い
く
こ
と
に
つ
な
が
る
と
考
え
、
日
々
努
力
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。
会
員
の
皆
様
、
隣
の
方
へ
の
声
が
け
か
ら
お
願
い

い
た
し
ま
す
。 


